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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第２四半期連結
累計期間

第22期
第２四半期連結
累計期間

第21期
第２四半期連結
会計期間

第22期
第２四半期連結
会計期間

第21期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
１月１日
至平成21年
12月31日

売上高（千円） 12,984,55410,938,3626,291,6695,181,20823,658,414

経常利益（千円） 1,707,9141,147,050931,338 651,6592,704,998

四半期（当期）純利益（千円） 950,450 529,114 526,828 273,6071,204,802

純資産額（千円） － － 8,909,3629,638,6069,841,698

総資産額（千円） － － 13,450,07712,889,74412,557,243

１株当たり純資産額（円） － － 20,260.7420,982.9021,422.20

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
2,172.341,158.731,206.57 599.19 2,719.50

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 65.8 74.3 77.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
580,014 339,436 － － 2,834,972

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
25,557 248,413 － － △999,463

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△434,268△243,023 － － △871,498

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,795,0733,928,1943,585,549

従業員数（人） － － 1,298 1,231 1,273

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,231[326]

　（注）上記従業員数は、就業員数（当社グループから当社グループ以外への出向者及び派遣スタッフを除く）を表示し

ており、臨時従業員数（契約社員、派遣スタッフ及びパート社員を含む）は［　］内に当第２四半期連結会計期間

の平均人員を外数で表示しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 765     

　（注）上記従業員数は、就業員数（当社から社外への出向者及び派遣スタッフを除く）を表示しています。なお、臨時従

業員数は総数が従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

ＩＴコンサルティング事業（千円） 1,648,882 69.3

パッケージ＆サービス事業（千円） 533,111 77.2

企業活性化・新事業開拓事業（千円） 880,166 103.9

合計（千円） 3,062,160 78.1

　（注）金額は、ＩＴコンサルティング事業及びパッケージ＆サービス事業については原価及びハードウェア等調達品の

仕入価格、企業活性化・新事業開拓事業については原価及び商品仕入価格によっております。

 

（2）受注状況

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

ＩＴコンサルティング事業 4,485,559  141.5 4,468,767  106.9

パッケージ＆サービス事業 1,282,210  124.3 829,389  93.4

企業活性化・新事業開拓事業 10,406  124.5 10,150  669.0

合計 5,778,176  137.3 5,308,307  104.7

　 

（3）販売実績

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比（％）

ＩＴコンサルティング事業（千円） 3,176,953 77.3

パッケージ＆サービス事業（千円） 878,354 82.1

企業活性化・新事業開拓事業（千円） 1,125,789 101.2

その他（千円） 110 －

合計（千円） 5,181,208 82.4

　（注）１．金額は、セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた外部顧客に対する売上高によっております。

　　　　２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績

の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

　前第２四半期連結会計期間 
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

　当第２四半期連結会計期間 
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年６月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ＳＧシステム株式会社 － － 936,142 18.1

株式会社ローソン － － 794,342 15.3

佐川急便株式会社 1,982,759 31.5 － －

　　　　３．ＳＧシステム株式会社及び株式会社ローソンは、前第２四半期連結会計期間においては相手先別の販売実績の総

販売実績に対する割合が100分の10未満であるため、記載を省略しております。
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　　　　４．佐川急便株式会社は、当第２四半期連結会計期間においては相手先別の販売実績の総販売実績に対する割合が

100分の10未満であるため、記載を省略しております。

　

　

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1) 業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業業績の回復等により景況感が改善し、景気は自立的な回復

への期待が高まる一方で、欧州の財政問題による信用不安等が新たな懸念要因となって円高や株安が進行する等、

依然として不透明な状況であります。

　このような状況の中、当社グループの当第２四半期連結会計期間の売上高は5,181百万円（前年同期比17.6％

減）、営業利益は603百万円（同33.3％減）、経常利益は651百万円（同30.0％減）、四半期純利益は273百万円（同

48.1％減）となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は、以下のとおりであります。なお、各業績数値は、セグメント間の内部売上高又は

振替高を調整前の金額で記載しております。 

　ＩＴコンサルティング事業は、新規顧客の獲得に成功する等、受注が回復基調ではあるものの、当初より企業のＩ

Ｔ投資の本格的な回復は第３四半期以降になると見込んでおり、売上高は3,186百万円（前年同期比22.4％減）と

なりました。他方、売上総利益率は同期間で46.2％を確保し、営業利益は595百万円（同32.1％減）となりました。 

　パッケージ＆サービス事業は、中堅中小企業の投資意欲は厳しい状況が続いており、株式会社アセンディアの受託

開発ビジネスが比較的堅調に推移したものの、売上高は925百万円（前年同期比19.2％減）となりました。利益面で

は、第２四半期に入り、各社とも業績が回復してきておりますが、営業利益は13百万円（同78.9％減）となりました

。

　企業活性化・新事業開拓事業は、大部分を占める食品スーパー（株式会社魚栄商店）において、昨年後半に実施し

た店舗改装の効果もあり、当該事業全体の売上高は1,133百万円（前年同期比0.9％増）となりました。他方、ＩＴ導

入による販売戦略の合理化等により、利益率は着実に改善しており、営業損失は11百万円（前年同期は21百万円の

損失）となりました。

  

(2) 資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は12,889百万円となり、前連結会計年度末に比べ332百万円増加いたしまし

た。その主な要因は、現金及び預金の増加（前連結会計年度末比＋172百万円）、受取手形及び売掛金の増加（前連

結会計年度末比＋434百万円）等によるものであります。 

　また、負債は3,251百万円となり、前連結会計年度末に比べ535百万円増加いたしました。その主な要因は、短期借入

金の増加（前連結会計年度末比＋500百万円）、未払法人税等の増加（前連結会計年度末比＋92百万円）等による

ものであります。

　なお、純資産は9,638百万円となり、前連結会計年度末に比べ203百万円減少いたしました。その主な要因は、利益剰

余金の減少（前連結会計年度末比△201百万円）等によるものであります。

  

(3) キャッシュ・フローの状況 

　当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加△251百万円（前年同

期比65.5％減）がありましたが、税金等調整前四半期純利益551百万円（前年同期比42.7％減）を計上したこと等

により、230百万円の収入（前年同期は37百万円の支出）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、敷金及び保証金の回収による収入185百万円（前年同期比831.6％増）等

により、132百万円の収入（前年同期比206.1％増）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減少額400百万円（前年同期は純増加額700百万円）等に

より、450百万円の支出（前年同期は651百万円の収入）となりました。

　これら営業活動、投資活動、財務活動等の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、3,928百万

円となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における研究開発費は20百万円であります。なお、当第２四半期連結会計期間におい

て、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,893,760

計 1,893,760

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 476,640 476,640東京証券取引所市場第一部 －

計 476,640 476,640 － －

（注）１．当社は単元株制度を採用しておりません。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成22年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。 

 

EDINET提出書類

フューチャーアーキテクト株式会社(E05033)

四半期報告書

 8/30



（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成17年３月24日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 1,040

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）　 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 4,160

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり　65,205

新株予約権の行使期間
自　平成20年８月25日

至　平成27年３月23日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 　　 65,205

資本組入額　  32,603

新株予約権の行使の条件

① 発行時に当社または当社子会社の取締役及び社員で

あった新株予約権者は、新株予約権の行使時においても

当社または当社子会社の取締役及び社員の地位にある

ことを要する。ただし、④で掲げる新株予約権付与に関

する契約（以下、「新株予約権付与契約」という）に定

める一定の要件を充足した場合に限り、当社の取締役ま

たは社員たる地位を失った後も権利を行使できる。

② 新株予約権の質入れ、その他の処分は認めない。

③ 新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使で

きるものとする。ただし、行使期間開始以前に死亡した

場合は、この限りではない。

④ その他の条件については、平成17年８月25日開催の当社

取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する

新株予約権付与契約に定めるところによる。 

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要するもの

とする。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項　  －

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～ 

平成22年６月30日 
－ 476,640 － 1,421,815 － 2,495,772
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（６）【大株主の状況】

 平成22年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

金丸　恭文 東京都品川区大崎１－２－２ 200,160 41.99

有限会社キー・ウェストネットワー

ク 
東京都渋谷区代官山町17－１－3206 24,521 5.14

フューチャーアーキテクト株式会社

 
東京都品川区大崎１－２－２ 20,008 4.20

ＳＧホールディングス株式会社 京都市南区上鳥羽角田町68 20,000 4.20

資産管理サービス信託銀行株式会社

（年金信託口） 
東京都中央区晴海１－８－12 11,469 2.41

有限会社クロスシティ 東京都渋谷区代官山町17－１－3206 9,577 2.01

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海１－８－11 8,545 1.79

有限会社バニヤンブルー 東京都渋谷区代官山町17－１－3206 6,190 1.30

石橋　国人 東京都品川区大崎１－２－２ 6,000 1.26

森山　裕 鹿児島県鹿屋市 5,824 1.22

計 － 312,294 65.52

　（注）上記の資産管理サービス信託銀行株式会社及び日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、す

べて信託業務に係る株式数を表示しております。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成22年６月30日現在　　　　　 　　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式

等）
－ － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式

等）
普通株式　 　 20,008 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　456,632 456,500 －

端株 － － －

発行済株式総数 476,640 － －

総株主の議決権 － 456,500 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が132株含まれております。

なお、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数132個を含めておりませ

ん。
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②【自己株式等】

平成22年６月30日現在　　 　

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合

（％）

フューチャーアーキ

テクト株式会社

東京都品川区

大崎１-２-２
20,008 － 20,008 4.20

計 － 20,008 － 20,008 4.20

  

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 37,50035,95036,20037,95036,95032,700

最低（円） 35,75029,51032,10035,35031,05030,100

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

監査役 ―　 尾﨑　譲治 平成22年３月31日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。

　 

EDINET提出書類

フューチャーアーキテクト株式会社(E05033)

四半期報告書

12/30



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,958,194 3,785,549

受取手形及び売掛金 2,735,717 2,301,382

商品及び製品 124,570 133,162

仕掛品 32,671 38,529

未収入金 ※3
 1,358,203

※3
 1,374,764

その他 737,577 516,505

貸倒引当金 △31,408 △9,302

流動資産合計 8,915,527 8,140,590

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,762,638 2,779,272

減価償却累計額 ※1
 △2,345,203

※1
 △2,339,229

建物及び構築物（純額） 417,434 440,043

土地 172,662 172,662

その他 1,451,630 1,446,479

減価償却累計額 ※1
 △1,197,169

※1
 △1,174,914

その他（純額） 254,460 271,565

有形固定資産合計 844,557 884,271

無形固定資産

ソフトウエア 409,436 439,805

その他 43,155 94,016

無形固定資産合計 452,591 533,821

投資その他の資産

投資有価証券 ※4
 1,815,359 1,883,250

その他 906,166 1,214,122

貸倒引当金 △44,457 △98,813

投資その他の資産合計 2,677,067 2,998,559

固定資産合計 3,974,217 4,416,652

資産合計 12,889,744 12,557,243
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 518,120 591,498

短期借入金 530,000 30,000

1年内返済予定の長期借入金 32,000 32,000

未払法人税等 457,543 365,079

賞与引当金 42,268 61,182

品質保証引当金 94,513 74,301

プロジェクト損失引当金 12,000 －

その他 1,258,138 1,295,848

流動負債合計 2,944,583 2,449,910

固定負債

長期借入金 32,000 48,000

退職給付引当金 119,605 102,027

負ののれん ※2
 77,946

※2
 102,228

その他 77,003 13,378

固定負債合計 306,555 265,634

負債合計 3,251,138 2,715,544

純資産の部

株主資本

資本金 1,421,815 1,421,815

資本剰余金 2,495,772 2,495,772

利益剰余金 6,773,850 6,975,347

自己株式 △1,171,668 △1,171,668

株主資本合計 9,519,769 9,721,266

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 63,443 62,355

為替換算調整勘定 △1,751 △1,558

評価・換算差額等合計 61,692 60,797

少数株主持分 57,143 59,634

純資産合計 9,638,606 9,841,698

負債純資産合計 12,889,744 12,557,243
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 12,984,554 10,938,362

売上原価 8,421,430 6,687,519

売上総利益 4,563,123 4,250,842

販売費及び一般管理費

役員報酬 190,524 153,217

給料及び賞与 1,375,978 1,672,304

研修費 127,480 94,867

研究開発費 22,350 39,791

減価償却費 98,308 56,333

採用費 27,853 31,423

のれん償却額 71,289 4,026

その他 1,008,898 1,118,672

販売費及び一般管理費合計 2,922,682 3,170,636

営業利益 1,640,440 1,080,206

営業外収益

受取利息 4,025 1,360

受取配当金 6,680 16,405

負ののれん償却額 28,444 28,308

持分法による投資利益 8,177 878

その他 33,529 25,403

営業外収益合計 80,857 72,357

営業外費用

支払利息 6,265 2,529

その他 7,118 2,984

営業外費用合計 13,384 5,513

経常利益 1,707,914 1,147,050

特別利益

投資有価証券売却益 58,232 1,127

固定資産売却益 － 1,299

特別利益合計 58,232 2,426

特別損失

前期損益修正損 － ※1
 72,401

固定資産売却損 5,649 －

固定資産除却損 523 4,378

投資有価証券評価損 19,220 46,104

減損損失 31,927 －

訴訟関連費用 － 30,000

特別損失合計 57,321 152,884

税金等調整前四半期純利益 1,708,825 996,593

法人税等 755,772 469,969

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,603 △2,490

四半期純利益 950,450 529,114
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 6,291,669 5,181,208

売上原価 3,940,142 3,066,803

売上総利益 2,351,527 2,114,404

販売費及び一般管理費

役員報酬 91,251 66,604

給料及び賞与 672,551 780,679

研修費 103,522 50,911

研究開発費 3,880 20,784

減価償却費 48,738 27,316

採用費 11,428 15,561

のれん償却額 33,029 2,013

その他 482,821 547,096

販売費及び一般管理費合計 1,447,224 1,510,969

営業利益 904,302 603,435

営業外収益

受取利息 1,182 388

受取配当金 5,385 16,175

受取損害賠償金 － 11,140

負ののれん償却額 14,154 14,154

持分法による投資利益 － 598

その他 14,957 9,184

営業外収益合計 35,680 51,641

営業外費用

支払利息 3,214 1,749

持分法による投資損失 1,712 －

その他 3,718 1,669

営業外費用合計 8,644 3,418

経常利益 931,338 651,659

特別利益

投資有価証券売却益 41,332 1,127

固定資産売却益 － 1,299

特別利益合計 41,332 2,426

特別損失

前期損益修正損 － ※1
 72,401

固定資産売却損 2,384 －

固定資産除却損 － 4,378

投資有価証券評価損 8,076 25,782

特別損失合計 10,460 102,562

税金等調整前四半期純利益 962,210 551,523

法人税等 431,167 277,573

少数株主利益 4,214 342

四半期純利益 526,828 273,607
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,708,825 996,593

減価償却費 271,213 125,091

減損損失 31,927 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35,924 △1,368

賞与引当金の増減額（△は減少） 54,156 △18,914

品質保証引当金の増減額（△は減少） △39,781 20,212

プロジェクト損失引当金の増減額（△は減少） － 12,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,750 17,578

受取利息及び受取配当金 △10,706 △17,766

支払利息 6,265 2,529

持分法による投資損益（△は益） △8,177 △878

固定資産売却損益（△は益） 5,649 △1,299

固定資産除却損 523 4,378

投資有価証券売却損益（△は益） △58,232 △1,127

投資有価証券評価損益（△は益） 19,220 46,104

訴訟関連費用 － 30,000

前期損益修正損益（△は益） － 72,401

売上債権の増減額（△は増加） 198,772 △430,885

たな卸資産の増減額（△は増加） 27,288 14,449

仕入債務の増減額（△は減少） △311,759 △73,378

その他 △255,279 △110,701

小計 1,589,229 685,017

利息及び配当金の受取額 10,699 18,154

利息の支払額 △7,493 △2,060

法人税等の支払額 △1,012,421 △331,675

訴訟関連費用の支払額 － △30,000

営業活動によるキャッシュ・フロー 580,014 339,436
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △65,323 △30,000

定期預金の払戻による収入 107,812 200,000

有形固定資産の取得による支出 △50,511 △113,691

有形固定資産の売却による収入 2,952 1,299

無形固定資産の取得による支出 △97,419 △4,458

投資有価証券の売却による収入 71,714 6,327

子会社株式の取得による支出 △5,600 －

関係会社株式の取得による支出 － △5,000

敷金及び保証金の差入による支出 △2,755 △555

敷金及び保証金の回収による収入 64,478 191,582

貸付金の回収による収入 210 －

その他 － 2,910

投資活動によるキャッシュ・フロー 25,557 248,413

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 398,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △43,466 △16,000

自己株式の取得による支出 △90,845 －

配当金の支払額 △696,704 △727,023

少数株主への配当金の支払額 △1,252 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △434,268 △243,023

現金及び現金同等物に係る換算差額 10,807 △2,180

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 182,111 342,645

現金及び現金同等物の期首残高 2,612,962 3,585,549

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,795,073

※1
 3,928,194
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１．持分法の適用に関する事項の変更 (1) 持分法適用関連会社の変更

当第２四半期連結会計期間より、アクシスソリューションズ株式会社の

株式を新たに取得したため、持分法適用の範囲に含めております。

(2) 変更後の持分法適用関連会社の数

５社　

２．会計処理基準に関する事項の変更 （工事契約に関する会計基準）

　第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基

準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しておりま

す。

　なお、これによる当第２四半期連結累計期間への影響はありません。

 

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました投資活動によるキャッシュ・フローの「貸付金の回収

による収入」（当第２四半期連結累計期間810千円）は、金額に重要性がないため、当第２四半期連結累計期間から投

資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示することとしました。

第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工

事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用したことに伴い、前

第２四半期連結累計期間において「品質保証引当金の増減額」として掲記されていたものは、当第２四半期連結累計

期間よりプロジェクト終了後に発生が見込まれる無償補修費用に対する損失の引当の増減額を「品質保証引当金の増

減額」、進行中のプロジェクトについて発生が見込まれる将来の損失に対する引当の増減額を「プロジェクト損失引

当金の増減額」として区分掲記することとしました。

なお、前第２四半期連結累計期間の「品質保証引当金の増減額」△39,781千円のうち△126,919千円は、「プロジェ

クト損失引当金の増減額」に該当します。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結貸借対照表）

前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示しておりました「未収入金」（前第２四

半期連結会計期間17,435千円）は、資産総額の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記する

こととしました。

第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工

事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用したことに伴い、前

第２四半期連結会計期間において「品質保証引当金」として掲記されていたものは、当第２四半期連結会計期間より

プロジェクト終了後に発生が見込まれる無償補修費用に対する損失の引当を「品質保証引当金」、進行中のプロジェ

クトについて発生が見込まれる将来の損失に対する引当を「プロジェクト損失引当金」として区分掲記することとし

ました。

なお、前第２四半期連結会計期間の「品質保証引当金」136,655千円のうち47,707千円は、「プロジェクト損失引当

金」に該当します。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方

法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

※１．減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれてお

ります。 

※１．　　　　　　　　同　　左

※２．のれん及び負ののれん 

のれん及び負ののれんは相殺して、固定負債の負の

のれんに計上しております。

相殺前ののれん及び負ののれんの金額は次のとおり

であります。

※２．のれん及び負ののれん 

のれん及び負ののれんは相殺して、固定負債の負の

のれんに計上しております。

相殺前ののれん及び負ののれんの金額は次のとおり

であります。

のれん 6,980千円

負ののれん △84,926千円

のれん 11,007千円

負ののれん △113,235千円

※３．訴訟関連 

当社は、平成21年11月30日付で日東電工株式会社に

対して請負代金等に関する請求訴訟（請求額1,462百

万円）を東京地方裁判所に提起いたしました。　　 これ

は、同社との間で締結した契約に基づく成果物を平成

21年９月４日をもって納品いたしましたが、同社は当

該成果物の受領及び請負代金等の支払いを拒否してい

るため、訴訟を提起いたしたものです。

※３．　　　　　　　　同　　左 

　

※４．投資有価証券のうち、146,806千円については株式消

費貸借契約により貸付を行っております。

─────────

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

────── ※１　前期損益修正損の内訳は、次のとおりであります。

過年度の減損損失計上額の修正 41,549千円

過年度の無形固定資産その他計上

額の修正
30,851千円

　　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

────── ※１　前期損益修正損の内訳は、次のとおりであります。

過年度の減損損失計上額の修正 41,549千円

過年度の無形固定資産その他計上

額の修正
30,851千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係 

現金及び預金  2,995,073千円

預入期間が3ヶ月を超える

定期預金
△200,000千円

現金及び現金同等物  2,795,073千円

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係 

現金及び預金  3,958,194千円

預入期間が3ヶ月を超える

定期預金
△30,000千円

現金及び現金同等物  3,928,194千円

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　476,640株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　 20,008株

 

３．配当に関する事項

配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年３月19日

定時株主総会
普通株式 730,611 1,600平成21年12月31日平成22年３月23日利益剰余金

  

EDINET提出書類

フューチャーアーキテクト株式会社(E05033)

四半期報告書

22/30



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）

 
 

ＩＴコンサル
ティング事業
（千円）

パッケージ＆
サービス事業
（千円）

企業活性化・
新事業開拓事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       
売上高       
(1）外部顧客に対する売上

高
4,108,3961,070,3891,112,8836,291,669 － 6,291,669

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
600 73,829 10,091 84,520 △84,520 －

計 4,108,9961,144,2191,122,9756,376,190△84,520 6,291,669

営業費用 3,232,1071,078,9841,144,6095,455,700△68,334 5,387,366

営業利益又は営業損失

（△）
876,889 65,234 △21,634 920,489 △16,186 904,302

Ⅱ　資産、減価償却費及び資本

的支出
      

資産 8,429,2982,077,9311,049,68611,556,9161,893,16113,450,077

減価償却費 97,192 22,972 13,077 133,242 557 133,799

資本的支出 51,271 14,636 3,694 69,602 － 69,602

　

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）

 
 

ＩＴコンサル
ティング事業
（千円）

パッケージ＆
サービス事業
（千円）

企業活性化・
新事業開拓事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       
売上高       
(1）外部顧客に対する売上

高
3,176,953 878,354 1,125,7895,181,098 110 5,181,208

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
9,850 46,719 7,492 64,062 △64,062 －

計 3,186,803 925,074 1,133,2825,245,160△63,952 5,181,208

営業費用 2,591,608 911,324 1,145,1364,648,069△70,296 4,577,773

営業利益又は営業損失

（△）
595,195 13,750 △11,854 597,091 6,344 603,435

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損

失及び資本的支出
      

資産 7,924,5171,702,853 712,60110,339,9732,549,77112,889,744

減価償却費 38,476 11,878 10,112 60,467 557 61,024

減損損失 － － 41,549 41,549 － 41,549

資本的支出 11,884 7,559 7,410 26,854 － 26,854
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前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）

 
 

ＩＴコンサル
ティング事業
（千円）

パッケージ＆
サービス事業
（千円）

企業活性化・
新事業開拓事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       
売上高       
(1）外部顧客に対する売上

高
8,469,5002,228,1932,286,86012,984,554 － 12,984,554

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
1,200 134,629 31,634 167,464 △167,464 －

計 8,470,7002,362,8222,318,49413,152,018△167,46412,984,554

営業費用 6,868,3502,265,2772,355,20411,488,833△144,71911,344,113

営業利益又は営業損失

（△）
1,602,350 97,545 △36,710 1,663,185△22,744 1,640,440

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損

失及び資本的支出
      

資産 8,429,2982,077,9311,049,68611,556,9161,893,16113,450,077

減価償却費 194,064 49,923 26,111 270,099 1,114 271,213

減損損失 － － 31,927 31,927 － 31,927

資本的支出 124,157 19,083 4,689 147,930 － 147,930

　

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日）

 
 

ＩＴコンサル
ティング事業
（千円）

パッケージ＆
サービス事業
（千円）

企業活性化・
新事業開拓事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       
売上高       
(1）外部顧客に対する売上

高
6,855,2371,802,6462,280,25710,938,141 220 10,938,362

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
10,450 92,240 18,942 121,633 △121,633 －

計 6,865,6871,894,8872,299,20011,059,774△121,41210,938,362

営業費用 5,722,0851,959,9032,309,3619,991,350△133,194 9,858,155

営業利益又は営業損失

（△）
1,143,601△65,015 △10,161 1,068,424 11,782 1,080,206

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損

失及び資本的支出
      

資産 7,924,5171,702,853 712,60110,339,9732,549,77112,889,744

減価償却費 79,480 24,580 19,916 123,977 1,114 125,091

減損損失 － － 41,549 41,549 － 41,549

資本的支出 68,550 13,156 36,443 118,150 － 118,150
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　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、事業の内容によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

事業区分 事業内容

ＩＴコンサルティング

事業

顧客の抱える経営上の問題を経営者の視点で共有し、顧客のビジネスを本質から

理解したうえで、実践的な高い技術力により先進ＩＴを駆使した情報システムを

構築することで、問題を解決していく事業

パッケージ＆サービス

事業

販売管理、ＥＲＰなど、専門性の高い領域へ特化した業務パッケージソフトを販

売またはＡＳＰを利用しての提供、あるいは基幹システムの受託開発を行うこと

により、顧客の業務効率改善を図る事業

企業活性化・新事業開

拓事業

対象企業の経営に深く参画し、ＩＴを含めた短期かつ、抜本的な改革により企業

の活性化を実現したうえで、各業態ごとに成功モデルを構築する事業

また、当社グループにない事業を営む企業との提携、新進企業の創設や出資等を

通して、当社の経営、業務、ＩＴ全般にわたるノウハウ・技術力を活用・融合する

ことで対象企業の価値を最大化し、あるいはその成長を加速することで当該業界

の発展に寄与していく事業

３．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、前第２四半期連結会計期間及び前第２四半期

連結累計期間が3,660,125千円、当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間が3,362,471千円

であり、その主なものは、余資運用資金（現金及び有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

４．当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間の減損損失41,549千円は、過年度の減損損失計上

額の修正であり、前期損益修正損に含めて表示しております。　

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成22年１月１日　至平成22年６月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 20,982.90円 １株当たり純資産額 21,422.20円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2,172.34円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 1,158.73円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 950,450 529,114

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 950,450 529,114

期中平均株式数（株） 437,524 456,632

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ － 

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1,206.57円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 599.19円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 526,828 273,607

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 526,828 273,607

期中平均株式数（株） 436,632 456,632

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ － 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年８月12日

フューチャーアーキテクト株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　浩一郎　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　一樹　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフューチャーアーキ

テクト株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フューチャーアーキテクト株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年８月13日

フューチャーアーキテクト株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　浩一郎　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　一樹　　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山村　竜平　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフューチャーアーキ

テクト株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年４月

１日から平成22年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フューチャーアーキテクト株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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